
















震災後、会津の観光産業を盛 り上げたのは2013年のNHK大河 ドラマ 『八重の桜』
と言える。これは幕末の会津藩士の娘である山本八重(後 の新島八重)を 主人公 とし




上他2013、ロング ・斎藤2016など)でも見 られ るような方言で書かれた看板やのぼ
りなどが多 く存在する。本稿では、そのような方言景観、特に観光客向けのものを中
心に、会津方言の変容について見ていきたいと思 う。田中(2016)では、方言景観につ











のも多くの場合は地元住民である。彼 らのことばを考える時、まずは彼 らの周 りにあ




















































く来 らったなし!」(よ くいらっしゃいました!)が プリン トされていた(図3)。
図3.よく来 らったな し(2013年)
なお、 「来 らった」の読みについては、 「きらった」 とする場合と 「こらった」と
する場合の両形が見 られる(図4)。両者 ともに会津若松市内で撮影したものである。
左は商店の入 り口の暖簾i、右は観光地である飯盛山の土産店にあった。
図4.「よぐき らったな し」 と 「よぐこらった な し」(2016年)
しか しなが ら、児玉(1974)や音國ll・佐藤(1983)を見 る と、共 に 「キラッタ」の項 目が
あるものの、 「コラッタ」に関 しては存在 していない。 これ に関連 して、会津方言話
者の50代 女性(以 下A氏)、50代 男性(以 下B氏)、80代 男性(以 下C氏)に 対
して 「き らった」 「こ らった」にっいての聞き取 り調査 を実施 した。A氏 は20代か ら
関東地方 に移住 したがそれ まで は会津地方 に居住 してお り、移住後 も定期的に会津地
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方 に行 き来 してい る。A氏 は、 「き らった」 「こらった」両語形 とも聞いた ことがあ
るが、 どち らか と言 うと 「き らった」が よく使 われ てい ると語 った。B氏 もA氏 と同
じく20代か ら関東 地方 に移住 しているが、彼 に関 しては 「き らった」は聞いた ことが
あるが 「こ らった」は聞いた ことがない とした。 また、会津地方 の生 え抜 きであるC
氏は図4左 の暖簾 の設置者 である。C氏 は 「きらった」 「こ らった」両方聞 くが、C
氏 自身 は 「き らった」をよ く使 うと話 した。
以上 よ り、 「きらった」 が会津方言 にお ける従来の語形で、 「こらった」が比較的
新 しく現れた語形であ る可能性が浮上す る。会津方言 の動詞については可能形 ・受身
形 ・尊敬形 の語幹が共通 してお り2、1979～1982年に調査 した国立国語研 究所編(1999)
及び国立国語研 究所編(2006)では、 「ここに来 ますか」(一 般動詞 ・尊敬動詞共 に)
の図で会津地方は会津若松市 の"㎞・ahak-kasi"など"ki-"から始ま る語形のみで、会津地
方全体を見て も``ko-"から始 まるものが分布 していない3。また、「来 るこ とができる[状
況可能]」として会津地 方では"kirar・eru"系のみ、 あるい は"1Cirareru"系と"korareru"系が
併存 してい ることになってい る4。しか し、上記イ ンフ ォーマ ン トへの聞き取 りの際、
「来 る」の可能形及び受身形 について語幹が"ko-"であるこ とを確認 し、"ki-"は聞いた
ことがない、"ki-"にして しま うと 「着 る」の意 味になって しま う、 との話 もあった。
これ らをま とめると、従来可能形 ・受身形 ・尊敬形 の語幹 は全て"ki-"であったが、
先 に可能形 ・受身形の語幹 が"ko-"に取って代わ られ 、その後尊敬形の語幹 として も"ko-"
が使 われつつ あるのではないか とい う推測 を立て ることが出来 る(表1)。 可能 性 と
しては命令形"ko(1)"あるいは標準語の可能形 ・受身形 ・尊敬形 の語幹"ko-"の影響 も考
えられ るが、 当然なが ら本稿の調 査のみで は断言出来 るものではな く、今後 これ につ
いての本格的 な調査が必要で あると考 える。
会津方言 買 う 見る 来る
可能形 ・受身形語幹 kaw一 rn1一 1d-⇒ko-(早い段 階で)
尊敬形語幹 kaw一 rnl一 ㎞ 一 ⇒ki-,ko一
表1.「来 る」の可能形 ・受身形 ・尊敬形 の語幹の変化
また、図4は両者共に 「よぐ」と記 されているが、これは会津方言における語中語
尾の力行子音有声化を再現 したもので、図3の 「よく」 と同 じものを指す。会津方言
以外の諸方言にも言えることだが、特に正書法はない。そのため語中語尾の力行やガ
行についてはしば しば表記のゆれが見られるが、それについては稿を改める。
2013年7月の時点では、会津若松駅内の改札脇の通路に 「会津弁特集!!」 と題 し
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通路を挟んで図5の クイズの反対側には図6の 「八重のふるさとさ よく来らった
なし!」(八重のふるさとに よくいらっしゃいました!)と 書かれた記念撮影用の
ボー ドも確認 された。こちらでは、八重たんが俵を担いで 「さすけねえ!」(大丈夫!)
と発言している。
図6.八重 のふ るさとさ よ く来 らったな し!(2013年)










図7の横断幕に関 しても2016年2Aの時点では撤去 されていた。つま り、これらに関
しては 『八重の桜』放送終了後、次第に撤去 されてしまった流行的な方言景観であっ
たと考えられる。図6の ボー ドに関しては2016年2.月の時点でも設置 されていた。
このように、大河 ドラマの影響で多くの方言景観が設置 されたとしても、一時的な




さと 会津 さよぐ来 らったなし あ りがとなし まだ きてくなんしょ」(八重 さん



















図8.南会津町(南会津方言域)に 見 られる八重たん と会津方言(2014年)















なお、下郷町で従 来用 い られ る尊敬命令形は1"一(ra)Qsje"とされてお り、大内宿には従
来の方言形式 を用いた 「よってがっ しえ」(寄 っていって くだ さい)と 書かれた暖簾




図10.南会津方言の尊敬命 令形 「よってがっ しえ」(2013年)



















こそ!」 のようにその場所への来訪者(つ まり観光客)が 対象 となるが、方言工一ル
の場合は 「南会津のみんな、がんばろ う!」のようにそこに書かれた地名の住民向け
のものとなる。この方言工一ルが、商品を製造 している 「南会津」の視点からエール





そこで、前述のA氏 、B氏、C氏には、 「がんばんべ」 と 「がんばっべ」の使用に
ついても質問した。B氏 、C氏共に 「がんばんべ」を使 う、 「がんばっべ」は郡山や
浜通 りのことばであって使ったことはない、といった意見が出た中、A氏は 「がんば
んべ」のほうがより会津 らしくよく使 うが 「がんばっぺ」も使 う、と語ったのである。
ただ し"-Qpe"については全ての動詞ではなく、例えば 「起きる」について 「おぎっべ」
は聞いたことがなく、 「おぎんべ」しか使わないと付け加 えた。更に、会津方言話者
の20代女性(以 下D氏)に ついても同様の質問を行った。D氏 は会津地方の生え抜
きで他地方への移住経験 もない。D氏 は、 「がんばっぺ」も 「がんばんべ」も両方使
うとし、 「がんばっべ」は大勢の人に使 うようなイメージ、 「がんばんべ」は仲間内
で軽く使 うイメージであると語った。 「がんばっぺ」を先に挙げたことからも分かる




しかしなが ら、A氏 、B氏、C氏 の回答か ら、 「がんばんべ」のほうがより 「会津
らしい」 とい う意識があることは間違いなさそ うである。D氏 についてはそのような
意識はないものの、 「がんばっべ」は大勢に、 「がんばんべ」は仲間内で、とい うあ
た りは後者の方がより地元で使いやすいとい う感覚の表れではないだろうか。図12
は会津若松市内のホテルにあったバス会社の広告であるが、ここには 「がんばろ う福
島!」 と 「がんばんべ会津!」 の二つが書かれている。福島(こ こでは福島県を指す
と考えられる)に向かっては標準語でエールを送っている8が、地元である会津に向か
















済の中心である中通 りの方言を中核 とした一種の 「福島県共通語」が用いられている























る。観光客向けの方言によく見 られるものとして5.で見 られた 「来 らったなし」のよ
うな丁寧の助詞 「し」以外にも、尊敬語にあたる待遇表現が存在する9。その中でも方
言景観 として会津若松市内でよく見られたものが、 「よってがんしょ」(寄 っていっ





図15.会津若松市内で見 られ る待遇表現 鬼aN団o"系(2016年)




"-aNsjo"系は 「～ して くだ さい」 とい う尊敬命令形 であ り、 これ らの方言景観 はこ
れか ら店 に寄 るで あろ う通行人や、あるいは買い物 中の購買客に向け られた もので、
待遇度 として は高い ものである。 しか し、従来は最 も高い待遇度 ではない。
菅野(1982)による と、"-nahaNsjo"と"-haNsjo"とい う形式が"一(ra)Nsjo"(本稿 の``-aNsjo"
系)の 上位 とされてい るが、生 え抜 きの会津方言話者 である70代 女 性(以 下E氏)
に 「来て」 に相 当す る方言 を、待遇度 の高い順 に言っても らった ところ、 「こらはん
しょ」 「こらん しょ」 「きっせ」 「こ一」 と挙げ、 「こなはん しょ」 「きなはん しょ」
「こはん しょ」 「きはん しょ」な どのよ うな表現はない とした。つ ま り 「来 る」の場
合、語幹"ko-"に"-rahaNsjo"を接続 した k()-rahaNsjo"であると考 え られ るlo。なお、 「飲
む」の場 合は"nom-ahaNsjo"となる。 菅野(1982)にある"-nahaNsjo"については、標準語
に直訳す るな ら 「お入 りくだ さい」 となる 「おわいなはん しょ/お あい なはん しょ」
(いらっ しゃいませ)の よ うな 「接頭辞お+動詞連用形」や行為 を示す名詞 に接続す
る場合 に用 い られ 、"owai-nahaNsjo"とい う形になる。 しか し、"-nahaNsjo"とい う形式
は上述 の場合 に しか用い られず、かつ待遇度 は"一(r)ahaNsjo"と同 じため、菅野(1982)に
な らって別形式 として挙げ るのは適切 ではない。"-aNsjo"系でも同様 に 「お わい なん
しょ」 「ごめん なん しょ」 な ど"-naNsjo"がある 、 これ も"一(r)aNsjo"と同 じ待遇度 に
あるもので あ り、かつ"-nahaNsjo"同様 に 「接頭 辞お+動詞連用形」や行為 を示す名詞
に接続す る胎 以外 には使 われない。そのため、輔 ではそれぞれま とめて"-ahaNsjo"
系、"-aNsjo"系としてい る。
ところが この"-ahaNsjo"系であるが、これまでの方言景観調 査において この形式 を
用いていたものは 「おわいなはん しょ/お あいなはん しょ」(い らっ しゃいませ)の
み しか見つ けることが出来 なか った(図16)。 これ らは、外か らの観光客 とい うより
は、地元住民が主な購 買客であると思 われ る店 にあった。左は会津若松市 内の酒蔵 の
入 り口、中は図4左 と同一 の暖簾 、右 はテナ ン トシ ョップ内 に設置 されていた。特 に
左 と中は古 くか らあ る店 であ り、本 来は地元住民向けである可能性 が高い。
これには、実生活の話 しことばにおいて"-ahaNsjo"系の使用者 が減 りつつ あることや 、
方言景観へ の"-aNsjo"系の多用 な どが関係 していると思われ る。
話 しことばでは"-aliaNsjo"系が消えたわ けではな く、実際に、筆者が2016年2,月に
会津若松市で調査 した際、E氏 は 「おわい なはん しょ」に限 らず 「こらはん しょ」(来
て くだ さい)や「おいでんな らはん しょ」(おいでになって くだ さい)のよ うに"-ahaNsjo"
系 を頻繁 に用いていた。 ただ し、E氏 はこれまで数多 くの会津方言話者 と接 してきた
筆者llにとって初 めて の``-ahaNsjo"系の使用者で あった。また、成人後 の関東地方 での






の50代 男性(以 下F氏)に 聞いた ところ、 「おわいなはん しょ」は高年層の一部 か
らしか聞かない とした。 また、前述のA氏 については、"-ahaNsjo"系は聞いた ことも
ない とい うこ とで あ る。 両者 と も"-aNsjo"系につ い て は よ く聞 かれ る と した 。
"-ahaNsjo"系が"-aNsjo"系と比較 して耳にす る機 会が少 ない とい う意 味では方言景観 の


























図16.おわいなはん しょ/お あい なはん しょ(2016年)
また、その よ うな背景 もあってか観光客向けに会津方言を使用す る際、図15の よ う
に尊敬命令形 としては"-aNsjo"系が多用 され てい る。方言景観 として"-aNsjo"系を頻繁
に 目にす る よ うになると、新た に設置す る際にますます"-ahaNsjo"系よ りも"-aNsjo"系
の使用が定着す るのではないだ ろ うか。
つま り、会津方言の方言景観 において、観光客向けのものが増加 し、尊敬命令表現
が増 えたが、詳 しく見 ると"-aNsjo"系の表示 が多 く見 られ る一方、"-ahaNsjo"系は生産
性が失われ 「おわいなはん しょ」一つが定型化 して、例外の よ うになって しまったの
である。従来 の会津方言では菅野(1982)や前述 のE氏 への聞き取 り調査 よ り、"-ahaNsjo"
系か らφ形(待 遇表 現のない命令形)ま で4つ のバ リエー シ ョンが存在 してい ること
が分か るが、方言景観 においては 「おわいなはん しよ」を除 くと"-aNsjo"系、"一(Q)se"、








なお、"一(Q)se"については、待遇度がそれほ ど高 くないためか、観 光客 向けにはあま
り見 られ なかったが、テナ ン トシ ョップ の店名 に 「アイバ ッセ」(行 きま しょ う)12と
い うものが見 られた(図17)。
図17.アイバ ツセ(2016年)
方言景観 では、 このよ うな待遇表現の減少 が
見 られ、 また 、"-aNsjo"系ばか りが見 られ る こ
とによる待遇表現 の固定化 が考 え られ るのだ。
ロング ・斎藤(2016)では、中通 りの福 島市で待
遇表現のバ リエーシ ョンが減 り、 「らん しょ」
(本稿 の"-aNsjo"系と同形式)が 拡 大 してい る
とい う本稿 と同様の現象 が報告 されている。会
津地方 で も福 島市周辺 で も"-aNsjo"系が残 った





てしま うこと、2観光事業のキーワー ドとして 「会津」を押 し出すことで南会津方言
域でも観光方言 としての会津方言の方言景観が進出していた り、 「福島県」が一体と
なった方言工一ルを発す る際は復興方言 として一種の 「福島県共通語」が使用された




来た。 これまでは、観光資源 として方言を活用 しようといった、方言が観光事業に寄
与する方向の話が多かったが、今回は、観光事業などによって設置 された方言景観に
12「あいば(っ)せ 」は 「あいぶ」(行 く)に`一`(Q)se"が接続 したものであ り、標準語 に直訳すれば
「行 きなさい」 となるが、実際には勧 誘に似た意味合いを含んでお り、 「行きましょう」の意味で発
話者 自身 も一緒に行 く場合に使われ る。"一(Q)se"の中でも少々珍 しい例である。
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震災後の方言景観に見る福島県会津方言の変容
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